
【基礎知識】えるぼし認定の基本と2026年度からの変
更点。

近年、労働力不足が深刻化するなか、企業が優秀な人材を確保し持続的な成長を実現するに
は、多様性を受け入れ、個々の能力を最大限に発揮できる職場環境づくりが必要とされていま
す。なかでも「えるぼし認定」は、女性が働きやすい職場であることの指標のひとつとされ、
社内外に対して企業の積極的姿勢を示すことができる制度です。
今回の記事では、えるぼし認定の取得メリットや評価基準、2026年4月施行の女性の職業生活
における活躍の推進に関する法律（以下、女性活躍推進法）の改正内容などを解説します。
なお、以下の記事では女性活躍推進法の改正ポイントなどをまとめています。あわせてご覧く
ださい。
労務マガジン 『【2026年4月施行】女性活躍推進法の改正ポイントと実務対応。』

えるぼし認定・プラチナえるぼし認定の制度概要

1　えるぼし認定・プラチナえるぼし認定とは

「えるぼし認定」「プラチナえるぼし認定」は、女性活躍推進法に基づき、女性の活躍推進へ
の取り組み状況が優良な企業を厚生労働大臣が認定する制度です。
認定を受けた企業は、厚生労働省が定める認定マークを自社の製品や名刺、求人票などにつけ
ることができます。これにより、「女性が働きやすい職場」「評価基準が明確で性別を問わず活
躍できる環境」であることを社内外に示し、企業のイメージアップにつなげることができま
す。このほか、優秀な人材確保、公共調達における優遇措置などのメリットもあります。
えるぼし認定・プラチナえるぼし認定の申請を行う企業は、以下の図のように、あらかじめ

https://drive.google.com/file/d/15sfxhrI7MO68ZyjaklOWLZeFtISefYyf/view


「一般事業主行動計画の策定・届出」および「女性の活躍に関する情報公表」を行う必要があ
ります。

認定申請前の取り組みについての詳細は、以下のパンフレットに記載されています。参考にし
てください。



参考｜厚生労働省『女性活躍推進法に基づくえるぼし認定プラチナえるぼし認定のご案内』P1
参考｜厚生労働省『女性活躍推進法に基づく一般事業主行動計画を策定しましょう』

2　認定の段階

認定には、取り組みの実績状況等に応じて段階的に区分が設定されています。

①えるぼし（1段階〜3段階）

一般事業主行動計画の策定・届出を行い、女性の活躍推進に関する取り組みが優良である企業
が認定を受けられます。認定は3段階に区分されており、5つの評価項目のうち、基準を満たし
ている項目数に応じてその段階が決まります。（3段階が最高）

（出典）厚生労働省『女性活躍推進法に基づくえるぼし認定プラチナえるぼし認定のご案内』
P2（一部抜粋して掲載）

②プラチナえるぼし

えるぼし認定を受けた企業のうち、一般事業主行動計画の目標達成や女性の活躍推進への取り
組みが特に優良であると認められた企業は、より水準の高い「プラチナえるぼし認定」を受け
られます。

（出典）厚生労働省『女性活躍推進法に基づくえるぼし認定プラチナえるぼし認定のご案内』
P2（一部抜粋して掲載）

③えるぼしプラス（2026年4月創設）

https://www.mhlw.go.jp/content/11900000/001684205.pdf#page=2
https://www.mhlw.go.jp/content/11900000/001684142.pdf
https://www.mhlw.go.jp/content/11900000/001684205.pdf#page=3
https://www.mhlw.go.jp/content/11900000/001684205.pdf#page=3
https://www.mhlw.go.jp/content/11900000/001684205.pdf#page=3
https://www.mhlw.go.jp/content/11900000/001684205.pdf#page=3


2026年4月からの新しい制度として、女性の健康支援に取り組む優良な企業を認定する「える
ぼしプラス認定」「プラチナえるぼしプラス認定」が創設されました。
くわしくは後述の「法改正に伴う新しい認定制度と追加基準」で解説しています。参考にして
ください。

（出典）厚生労働省『女性活躍推進法に基づくえるぼし認定プラチナえるぼし認定のご案内』
P21（一部抜粋して掲載）

【各認定の違い】

https://www.mhlw.go.jp/content/11900000/001684205.pdf#page=22
https://www.mhlw.go.jp/content/11900000/001684205.pdf#page=22


えるぼし認定の5つの評価基準
ここからは、えるぼし認定の取得をするための「女性の職業生活における活躍の状況に関する
実績に係る基準」について解説します。
この基準は、具体的に以下①〜⑤の評価項目があり、それぞれ一定の基準が設定されていま



す。各項目は、単に「女性が多い」ことを評価するのではなく、採用から登用、働き方に至る
までの「機会の平等」と「継続性」を問う内容となっています。

①採用

直近の事業年度において、男女差なく同程度の人数を採用しているかを評価します。

なお、「雇用管理区分」とは、職種、資格、雇用形態、就業形態等の違いによって従業員を分
けて、それぞれ異なる雇用管理を行うための区分のことです。雇用管理区分が同一かの判断に
あたっては、単なる名称の違いだけでなく、従事する職務の内容、人事異動（転勤、昇進・昇
格を含む）の幅や頻度等において、客観的・合理的な違いがあるかによって判断します。

（例）
・総合職、エリア総合職、一般職
・事務職、技術職、専門職、現業職
・正社員、契約社員、パート・アルバイト　など

②継続就業

女性従業員が男性従業員とくらべて、どの程度職場に定着しているかを評価します。



③労働時間等の働き方

残業時間や休日労働時間など、労働時間の実態を評価します。

④管理職比率

女性管理職の登用状況を評価します。



⑤多様なキャリアコース

多様な働き方の選択肢があるかを評価します。

【そのほかの基準】

上記①〜⑤の「女性の職業生活における活躍の状況に関する実績に係る基準」以外にも、適切
な一般事業主行動計画の策定や従業員への周知、外部公表などの基準が定められています。
くわしくは、以下の厚生労働省のパンフレットを参考にしてください。
参考｜厚生労働省『女性活躍推進法に基づくえるぼし認定プラチナえるぼし認定のご案内』P9

【プラチナえるぼし認定の評価基準】

プラチナえるぼしの認定における評価基準は、えるぼし認定よりもさらに高い水準となってい
ます。
くわしくは、以下の厚生労働省のパンフレットを参考にしてください。
参考｜厚生労働省『女性活躍推進法に基づくえるぼし認定プラチナえるぼし認定のご案内』P1
3～17

法改正に伴う新しい認定制度と追加基準
2026年度の法改正により、今後の認定制度は女性の健康支援やハラスメント対策に踏み込んだ
内容となります。

1　女性の健康支援に関する新しい認定制度

2026年4月より、「えるぼしプラス認定」「プラチナえるぼしプラス認定」が創設されました。
これらは単独で認定されるものではなく、えるぼし認定やプラチナえるぼし認定の基準にプラ
スして女性の健康支援の基準も満たす場合に認定される仕組みとなっています。
認定を受けるためには、女性の健康支援として以下の4つの措置をすべて実施し、公表する必
要があります。

https://www.mhlw.go.jp/content/11900000/001684205.pdf#page=10
https://www.mhlw.go.jp/content/11900000/001684205.pdf#page=14
https://www.mhlw.go.jp/content/11900000/001684205.pdf#page=14


くわしくは、以下の厚生労働省のパンフレットを参考にしてください。
参考｜厚生労働省『女性活躍推進法に基づくえるぼし認定プラチナえるぼし認定のご案内』P2
1

2　求職者等に対するセクシュアルハラスメント防止措置の公表（2026年10月以
降）

2026年10月施行の法改正により、ハラスメント対策が強化されます。
これを受け、2026年10月以降の「プラチナえるぼし認定」「プラチナえるぼしプラス認定」に
ついては、求職者等に対するセクシュアルハラスメント防止措置を講じ、その内容を公表する
ことが必須要件となります。
これまでは自社の従業員への対策が重要視されてきましたが、今後はインターンシップ生や求
職者など、自社にかかわる外部者への配慮も企業責任として厳格に問われるようになります。
参考｜福島労働局『令和8年10月1日からハラスメント対策が強化されます！』

えるぼし認定・プラチナえるぼし認定を取得するメリット
えるぼし認定・プラチナえるぼし認定の取得には以下のようなメリットがあります。労務的な
対応に留まらず、企業価値を底上げするための重要な経営戦略の一環となります。

https://www.mhlw.go.jp/content/11900000/001684205.pdf#page=22
https://www.mhlw.go.jp/content/11900000/001684205.pdf#page=22
https://jsite.mhlw.go.jp/fukushima-roudoukyoku/hourei_seido_tetsuzuki/koyou_kintou/kokin_gekkan_002024_00001.html


おわりに
えるぼし認定・プラチナえるぼし認定の取得は、単なる数値目標の達成を目指すのではなく、
数値目標の達成までのプロセスが職場環境の改善に直結することも意識しながら取り組むこと
が重要です。
2026年の法改正からも分かるように、女性の健康支援や外部者へのハラスメント対策など、企
業に求められる社会的責任のハードルは着実に上がっています。認定取得をきっかけとして、
形だけの職場環境の整備ではなく、本質的な改善に向けた取り組みを行うことが企業の持続的
な成長へとつながります。




